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講演 1 「古墳時代の最明寺川流域」 

講演者 岡野慶隆  郷土史研究家 

 

このコミュニティひばり地域は、古墳が本当にたくさんあるということと、現在皆さんの生活圏が川西

市南部の能勢口あたりと一体であるのと同じように、これらの古墳を築いた人々が住んでいた集落がこ

の山裾の川西市域にあったことが発掘でわかってきました。そういったお話をいたします。 

 

１．最明寺川流域の古墳と古墳時代集落 

図 1 は、この地域の地図で、上のほうが長尾山丘陵です。この丘陵の西は中山寺の方まで繋がってい

て、東の端がこの地域になります。 

この地域の丘陵上には古墳がたくさんあります。長尾山古墳・万籟山（ばんらいさん）古墳・八州嶺（は

っしゅうれい）古墳や、川西市になりますが勝福寺古墳など、全長 40～80 メートルの大きな前方後円墳

があります。また、直径 10～20 メートル程度の小さな古墳ですが、群集墳と呼ばれて約 200 基も群在し

ています。雲雀丘古墳群・雲雀山古墳群・平井古墳群などです。それに対して山裾の平野部には加茂遺跡、

図 1 最明寺川流域の古墳と古墳時代集落 
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栄根（さかね）遺跡、小戸（おおべ）遺跡、下加茂（したか

も）遺跡といった古墳時代の集落が営まれており、これらの

集落の人々が山の上の古墳を造ったのではないかと考えら

れます。本日、私はこれらの集落を中心にお話をいたします。 

年代を見てみます。先に弥生時代があって、西暦 300 年の

少し前に古墳時代が始まります。700 年頃には奈良時代とな

りますが、弥生時代と奈良時代に挟まれた約 450 年間が古墳

時代です。この地域の古墳を年代別に見ると、まず 4 世紀代

の古墳時代前期に長尾山古墳・万籟山古墳・八州嶺古墳が築

かれます。5 世紀代の古墳時代中期の古墳はなく、6 世紀の

初めに古墳時代後期の勝福寺古墳が築かれます。数多く築か

れる群集墳は、後期でも時期が下り 6 世紀の後半から 7 世紀

にかけてのものです。その後が奈良時代になりますが、古墳

が築かれることはなく、この地域では昨年お話した栄根寺廃

寺が建立されます。 

集落は、加茂・栄根・小戸・下加茂の各遺跡が弥生時代から

古墳時代へ続きます。ただし、弥生時代中期は加茂遺跡だけ

が特別に大きく、その他の 3 遺跡はごく小さな集落でした

(図 2)。弥生時代後期になると加茂遺跡は縮小して、そのま

ま古墳時代へ継続します。一方、栄根・小戸・下加茂遺跡は、弥生時代後期に加茂遺跡が小さくなるのと

反比例して、古墳時代にかけてある程度の規模の集落となります(図 3)。 

 

２．集落の変化 

●弥生時代中期の加茂遺跡 

弥生時代と古墳時代の集落がど

のように異なるのか。集落の変化

について、弥生時代中期に特別大

きな集落であった加茂遺跡から見

ていきます。図 4 は、川西市文化

財資料館で展示しているジオラマ

です。加茂遺跡の最盛期にあたる

弥生時代中期の様子を復元したも

ので、縮尺 1/500 の模型です。 

この時代の加茂遺跡はとにかく

規模が大きく、東西長約 800 メー

トル、南北長約 400 メートルで、

面積は約 20 ヘクタールもの広さで

す。推定される人口も多く、約 500

図 3 弥生時代後期～古墳時代の集落分布 

図 4 弥生時代中期の加茂遺跡のジオラマ 

図 2 弥生時代中期の集落分布 
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人もの人々が住んでいたと考えられます。 

発掘調査では集落の構造がわかってきています。大きい集落ですが、一カ所にまとまって住んでいるの

ではなく、東に中心となる大きな居住区があり、西に少し離れて別の居住区が二つあります。中心居住区

の中心部にある大型建物は板塀で囲まれていて、村長（むらおさ）のような人が住んでいたと考えられま

す。西の方は墓地となっており、四角く溝で囲った方形周溝墓がたくさん見つかっています。 

この集落の特徴は、防御された集落であることです。加茂遺跡は、伊丹台地の北東の端にあたるため、

東と北は高さ約 20 メートルの崖になっています。崖は誰も登れないような険しい急斜面で、この崖の上

に集落の中心地を置き、平坦地が続く中心地の西側と南側は何重もの環濠を巡らして中心地を守ってい

ます。東側の崖の一部には斜面環濠を設けて、防御を補強しています。さらに南側からも外堀で墓地と居

住地をまとめて囲んでいて、まるで後の時代のお城のように固く守られていた集落です。当時は近隣集

団との争いがあったためと推測されます。このように守られたところにおよそ 500 人もの人々がまとま

って住んでいたというのが、加茂遺跡の弥生時代中期の集落です。 

●古墳時代の加茂遺跡 

ところが、弥生時代後期になると加茂遺跡

は突然縮小して、周辺の栄根・小戸・下加茂

遺跡と比べて特別大きな集落ではなくなっ

てしまいます。 

そのあたりを加茂遺跡から見ていきます。

図 5 は、弥生時代後期から古墳時代の加茂遺

跡の集落の様子を示しています。弥生時代後

期には、集落は東部と西部の２つの小集落に

分かれ、そのまま古墳時代へとつながってい

きます。かつての大きさはなく、防御のた

めの環濠もなくなっています。 

弥生時代後期には、復元の高さが 114 センチメートルもある巨大な栄根銅鐸が出土しています。これ

は銅鐸の中でも最末期のものですが、弥生時代の終わり頃に加茂の集落がこのような大きい銅鐸を持っ

ていたということです。集落が小さくなった背景としては、近畿地方の中枢部である程度の統合政権が

できたことで近隣地域間の争いがなくなってしまい、防御された集落で多くの人々がまとまって住む必

要がなくなったことが考えられます。この巨大な銅鐸は、その時統合政権からこの地域に配布されたも

のだったのでしょう。 

●古墳時代の栄根遺跡 

図 6 は、昭和 58 年の JR 川西池田駅周辺の写真で、再開発工事中のものです。それ以前の福知山線は

単線ディーゼルの時代でしたが、複線電化され川西池田駅も西側から東側に移ってきました。これはす

でに新しい駅舎ができている状態です。それに合わせて川西能勢口の駅前再開発も行われましたが、栄 

根遺跡はこれらの工事に伴う発掘調査で明らかになってきました。この写真は、当時あったジャスコの

屋上から撮ったものでが、右側に栄南団地が一部できあがっていて、その左が発掘調査現場、左奥の丘

の上には加茂遺跡が見えます。 

図 5 古墳時代の加茂遺跡 
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栄根遺跡は、台地の上の加茂遺跡と違って低地の遺跡です。図 7 のように西側と東側には周辺よりわ

ずかに高くなった微高地があり、その上に弥生時代後期から古墳時代の集落が営まれていました。微高

地間の低地には川が流れており、水田が開かれるという集落をとりまく環境も調査で明らかになってい

ます。 

川跡からは水を堰止めて水田に流すための堰の木杭が多数出てきました。図 8 のような水田跡も見つ

かっています。川の跡には現在も地中に水が残っていることから木製品が残っており、図 9 のような木

舟や倉庫の扉と思われる木製の扉も出土しました。また石製刀子形模造品（せきせいとうすがたもぞう

ひん）や勾玉（まがたま）など祭りに使うものが出てきました。これらは、川西市文化財資料館に展示さ

れています。 

●古墳時代の小戸遺跡 

図 10 は小戸遺跡の集落の様子で、現在の川西市役所を建てる前の発掘調査でわかってきました。栄根

遺跡と同じように弥生時代後期から古墳時代の竪穴住居が、重なるような形で 17 軒見つかっています。

このように、栄根・小戸遺跡は弥生時代中期には小集落でしたが、弥生時代後期から古墳時代にかけて集

落が充実してくる様子がわかるようになります。 

 

 

図 6 昭和 58年当時の栄根遺跡周辺 

図 7 古墳時代の栄根遺跡 

図 8 水田跡 

図 9 木舟 

図 9 木舟 
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３．集落内の変化 

●円形から方形竪穴住居へ  

以上がこの地域の古墳時代集落ですが、集落の中が弥生時代とどう

変わってきたのかということをお話しします。まずは竪穴住居の変化

です。 

弥生時代中期の竪穴住居というのは円形です。一部四角いものもあ

りますが、ほとんどが円形です。それが弥生時代後期から四角い方形

住居に変わってきて、古墳時代はすべて方形住居になります。 

加茂遺跡では弥生時代の終末期に図 11 のような方形住居がでてき

ます。住居内の縁が一段高くなっていて、この部分を屋内高床部、通

称ベッド状遺構と呼んでいます。竪穴住居には壁がなく、端の方は屋

根が低いので、ここで寝ていたのではないかと思われます。同じく加

茂遺跡の終末期には多角形住居も出ています。一部しか出ていたので

わかりにくいのですが、五角形か六角形ではないかと思わ

れます。住居内の縁の床が少し高い屋内高床部がこの住居

でも見られます。 

栄根遺跡では、図 12 右のような四角いというよりも隅

が少し丸い隅丸方形で屋内高床部のある住居が弥生時代終

末期に出ています。古墳時代中期になると、栄根遺跡の住

居(図 12 左)では屋内高床部はありません。屋内高床部は一

時的なものであったと思われます。古墳時代後期になると、

加茂遺跡で見つかった住居ではカマドが造られています。

屋内で炊事をしていたようです(図 13)。 

このように同じ竪穴住居でも、古墳時代になると四角くなったり、中の構造も変わったりしたことがわ

かります。平面だけではわかりませんが、外観も弥生時代とはかなり変わっていたのではないかと思い

ます。 

●弥生土器から土師器・須恵器へ 

土器の変化をみてみます。図 14 は、弥生土器（中期）と古墳時代の土器の比較図です。弥生時代中期

には、壺や甕や高坏（たかつき）などがありますが、壺には文様が多く見られます。古墳時代になると、 

図 10 古墳時代の小戸遺跡 

図 12 栄根遺跡の竪穴住居 図 13 加茂遺跡のカマド付竪穴住居 

図 11 加茂遺跡の竪穴住居 
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弥生土器と同じ野焼きの土師器（はじき）や登り窯で焼いた須恵器（すえき）に変わっていきます。とく

に土師器は弥生土器より厚さがかなり薄くなって、軽量化や炊事で火の通りがいいように発達したので

しょう。須恵器は朝鮮半島から伝わってきた新しい焼き物です。土師器・須恵器とも大量生産されたよう

で、形にあまり個性がなくなってきて、弥生土器に比べると少し面白みがなくなった感じがします。文化

は進んだようですが、土器自体で見ると弥生時代の方が芸術的な美しさが感じられます。これが古墳時

代の土器の変化です。 

●石器から鉄器へ 

弥生時代中期までは石器が使われていました。加茂遺跡は、とくに石器がたくさん出土するということ

で有名ですが、石鏃（せきぞく）や石錐（せきすい）・石剣（せっけん）・石包丁（いしぼうちょう）など

のいろいろな種類があります(図 15 左)。石剣は武器ですが、石鏃も狩猟以外に戦いで使っていました。

古墳時代は鉄器の時代ですが、栄根遺跡では弥生時代終末期の鉄鏃(図 15 右)が出土しているように、弥

生時代の終わりには鉄器に変わったとみられています。石器から鉄器への変化です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 弥生土器から土師器・須恵器へ 

図 15 石器から鉄器へ 
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●鉄器造りと玉造り 

古墳時代の集落では、稲作以外にもいろいろな物を造

っていたようです。図 16 は、小戸遺跡の発掘時の写真で

す。竪穴住居跡ですが、使われなくなった後の住居がゴ

ミ捨て場のようになっています。そこを丁寧に発掘して

いくと、鉄の塊が見つかり、よく調べると鉄滓（てっさ

い）でした。直径約 20cm の穴を掘って下に粘土を敷い

て炉を作り、火を点けた炭を置き、 鉄をそこで熱します。

そして、石の台の上でコンコンと叩いて鍛治を行ったよ

うです。図 17 がこの時見つかった鉄滓ですが、炉跡は

見つかっていません。鉄滓は鉄くずのようなものがたく

さん付着しており(図 17 左)、裏返すと(図 17 右)粘土が

張り付いていて、裏の丸い部分が炉の底にあたるようで

す。農具か武器かは定かではありませんが、鉄器を造っ

ていたということです。 

一方、加茂遺跡では滑石製模造品（かつせきせいもぞ

うひん）という、滑石で造った勾玉（まがたま）や管玉(くだたま)、有孔円盤（ゆうこうえんばん）など

が出てきました（図 18 左）。玉・鏡などの模造品で、集落での祭りに使われたものでしょう。滑石ではな

く、普通の勾玉や管玉、さらに玉砥石も出てきました(図 18 右)。玉砥石は、玉を造るときに形を整える

ための砥石で、管玉をこの溝に当てて磨いて丸くしたようです。加茂遺跡では、玉造りを行っていたこと

がわかります。 

 

4．集落と古墳の関係 

●埴輪の出土 

古墳時代の集落を見てきましたが、古墳造りにどのように関わってきたのか、何か痕跡でもあるのでし

ょうか。 

小戸遺跡では、古墳時代前期の埴輪（はに

わ）が出土しました。溝を掘っていると上層の

ところで分厚い土器のようなものが出てきた

ので、洗って接合してみると、朝顔形円筒埴輪

（あさがおがたえんとうはにわ）や円筒埴輪

（えんとうはにわ）になりました（図 19 左）。

小戸遺跡では集落のすぐ横に古墳があって、

この溝は古墳の周濠かなと思ったのですが、

溝の底まで掘ると弥生時代後期の完形の土器

が出てきました。これで溝は古墳時代より前

の弥生時代後期のものということになります

ので、弥生時代後期の溝がほとんど埋まった

図 16 鉄滓が出土した竪穴住居 

図 17 鉄滓 

図 18 玉の出土 
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時に埴輪が捨てられたということがわ

かったのです。 

埴輪は古墳の墳丘の上に立てるもの

なのですが、このような出土のしかた

から考えると、作った埴輪は古墳に立

てる前に一旦集落内で保管されていた

ことがわかります。また、集落で保管し

ていたものの古墳で使われず余ったも

のが捨てられたのか、あるいは使わな

いうちに潰れてしまったのかのいずれ

かが考えられます。 

栄根遺跡でも竪穴住居を発掘していると、土器に混じって円筒埴輪(図 19 右)が出土しました。ここ

の場合は古墳時代中期で、5 世紀の後半あたりのものですが、やはり集落が古墳造りと関わっていたと

いうことがわかります。 

問題は、これらの埴輪がどの古墳に使われようとしていたのかということです。この後から福永先生の

お話がありますが、小戸遺跡の前期の埴輪について先ほどお伺いすると、前期古墳でも万籟山古墳から

出土している埴輪とは形が違う。また、長尾山古墳や八州嶺古墳の埴輪とも違うということでした。すぐ

近くの前期古墳はこの 3 基だけなのですが、もしかしたら未発見の前期古墳がもう 1 基あるのではない

かということになります。  

栄根遺跡で出土した中期の埴輪もどの古墳で使おうとしていたのかということですが、実はこの近く

には中期古墳はありません。猪名川流域では、古墳時代中期にはこのあたりでは古墳が一旦なくなって、

下流の方の豊中市の桜塚古墳群や尼崎・伊丹市の猪名野古墳群などでたくさん造られます。上流のこの

あたりでは中期古墳は造られなかったということになっているのですが、栄根遺跡から出土した埴輪は

やや小さいので、大きな古墳ではないにしても小型の中期古墳が今後見つかる可能性があります。 

●加茂遺跡で見つかった古墳 

小戸・栄根遺跡は埴輪の出土だけだったのですが、加茂遺跡では古墳そのものが平成 21 年の発掘調査

で見つかりました(図 20)。先ほどみた

加茂遺跡の東部集落と西部集落の中

間の場所です。今この辺りに川西市文

化財資料館があるのですが、そのすぐ

南隣です。弥生時代の溝にしては大き

な溝だと思って掘っていると、古墳時

代の須恵器が出土して、古墳時代の溝

だということがわかりました。この溝

を追っていくと円形にめぐっていま

す。実は、この西隣の土地では約 20 年

も前の平成 3 年に発掘調査をしてお

り、古墳時代の溝がみつかっていまし

図 19 集落から出土した埴輪 

図 20 加茂遺跡で見つかった古墳と須恵器 
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た。また、 1 年前の平成 20 年には北隣の今道路になっているところですが、ここでも発掘調査を行うと

丸くめぐる溝が見つかっており、須恵器の器台や高坏などが出ていました。平成 21 年の調査時点で気が

付き、これら 3 カ所の発掘成果を合わせてみると、周溝が円形にめぐる直径約 13 メートルの円墳という

のがわかってきたのです。ただ古墳だとすると埋葬施設があるはずなのですが、見つかっていません。出

土した須恵器から見ると、古墳の時期は 6 世紀の前半から中頃のものです。勝福寺古墳の少し後となり

ますので、同じような横穴式石室があってもよいはずなのですが、横穴式石室を築いた痕跡はまったく

見られません。おそらく木棺を直接埋葬した古墳で、後の時代の畑地造成で墳丘と埋葬施設が削られて

しまったものと思われます。 

長尾山丘陵の上に前期の３古墳や後期初めの勝福寺古墳など前方後円墳が築かれたといいましたが、

これらはこの地域の集落をまとめて統括していた首長一人だけが山の上に大きな古墳を造ったものです。

ところが、加茂遺跡で見つかった古墳をみてみると、古墳時代後期でも 6 世紀前半から中頃には、集落

内のある程度の有力者も古墳を作れるような時代になったのではないかと思います。先ほど長尾山丘陵

の上には 6 世紀の後半になると群集墳といって直径が 10～20 メートルぐらいの小さな古墳がたくさん

造られるといいましたが、あの数の多さからみますと、これも同じように各集落のある程度の有力者達

も古墳を造る時代に変わってきたことを示しています。群集墳は、現在でも 6 世紀後半に造られた雲雀

丘古墳群Ｃ北 1 号墳・Ｃ北 3 号群などが残っています。Ｃ北 1 号墳は、生成幼稚園の門の横にあります。 

 

５．古代氏族を考える 

●鴨神社とカモ氏 

最後に古墳時代の古代氏族についてお話をしま

す。どのような氏族が各集落に住んでいたのかとい

うことですが、現在加茂遺跡の中に鴨神社がありま

す(図 21)。参拝された方も多いと思いますが、この

神社は平安時代の『延喜式（えんぎしき）』という書

物に神社名が載っています。このような神社は延喜

式内社（えんぎしきないしゃ）という各地方に古く

からある神社で、鴨神社もその一つです。少なくと

も平安時代、おそらくは奈良時代にさかのぼるとみ

られます。このことから、古代ここには「カモ氏」が

住んでいたと考えられます。 

弥生時代の加茂遺跡に「カモ族」がいたという話も

よく聞きますが、これはまちがいで、2000 年前の弥

生時代にはまだ氏族名はありません。また、加茂遺跡

の文化財ガイドで鴨神社もその一連で案内します

が、よく京都市にある上賀茂神社・下鴨神社との関係

を聞かれたりします。いずれも延喜式内社であり、現

在の鴨神社の祭神は「別雷（わけいかづち）神」で、

京都市の上賀茂神社の祭神と同じです。ただし、奈

図 21 鴨神社 

図 22 山城と大和のカモ神社・カモ氏 
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良県御所市にも鴨都波（かもつば）神社という延喜式内社があり、即断はできません。また、これらの神

社を祭る古代氏族がいて、京都の「山城カモ氏」に対して奈良にも「大和葛城カモ氏」がいたとみられて

います。では、川西市の鴨神社やそこに居住し

たと考えられるカモ氏はどちらと関係あるの

でしょうか(図 22)。 

●全国に展開するカモ氏 

平安時代の 9 世紀に書かれた『新撰姓氏録

（しんせんしょうじろく）』という書物があり

ますが、中央の主な氏族の系譜が書かれている

ので、古代氏族を研究する時によく使われま

す。平安時代に書かれたものなので、奈良時代

やその前の古墳時代に適用できるのかという

のはよく考えないとだめなのですが、カモ氏と

いってもいろいろな系譜があるようです。 

これによると、カモ氏は三系統あります。一つ目は、開花天皇の皇子の彦坐命（ひこいますのみこと）

の後とされる皇孫系の鴨縣主（かものあがたぬし）・鴨君（かものきみ）。二つ目は、神魂命（かむたまの

みこと）の孫武津之身命（たけつのみのみこと）の後とされる天津神系の賀茂縣主・鴨縣主で、これが山

城の上賀茂・下鴨神社に関係するカモ氏です。三つ目は、大国主・大田田禰古（おおたたねこ）の後とさ

れる国津神系の賀茂朝臣（かものあそん）・鴨部祝（かもべのほうり）です。賀茂朝臣は大和葛城の鴨都

波神社に関係するカモ氏で、もとは鴨君といいました。これを見ると、同じカモ氏といっても全く先祖が

異なる別氏族ということになりますが、このなかで川西の鴨神社やカモ氏に該当する有力候補は、三つ

目の摂津国に居住した鴨部祝で、大和葛城の賀茂朝臣と同系であるとされています。 

先ほど『延喜式』には全国の神社の名前が書かれているといいましたが、鴨神社というのは結構たくさ

んあります。「賀茂」、「賀毛」、「加毛」など漢字が違っているものもありますが、これらも合わせると 34

社にもなります。現在でいうと、東は茨城県、北は石川県、西は岡山県、南は高知県まで広がっています。

また地名を見ても、平安時代の 10 世紀に書かれた『和名類聚抄（わみょうるいじゅうしょう）』とそれ

以前の木簡資料も含めると、賀茂郡・賀茂郷（里）は、「鴨」・「加毛」などもあるのですが、39 例ありま

す。これも現在でいうと、東は千葉県、北は佐渡、西は

広島県、南は高知県と全国に広がっています(図 23)。 

●中央氏族による地方支配 

カモ神社やカモという地名が全国展開しており、ま

るで現代のチェーン店のようです。あくまでも平安時

代の 9・10 世紀のことなのですが、これはそれ以前全

国にカモ氏が展開していた名残ではないかと考えられ

るわけです。なぜこのようなことがおこるのか。実は古

墳時代の後期、6・7 世紀の大和政権の支配体制を考え

ますと、中央政権が地方を直接支配するのではなく、部

民制といって大和の有力諸氏族がそれぞれ地方支配す

図 23 全国に展開するカモ 

図 24 大和政権による支配体系 
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るという方式がとられていました。大和には物部氏や蘇我氏などの有力氏族がいましたが、それぞれが

別々に支配するわけです。カモ氏の場合は、この時代にはおそらく大和の鴨君(賀茂朝臣)が主流となり、

地方を支配する際に全国に同族のカモ氏を配置したとみられます(図 24)。そして、これらを支配してい

ろいろなものを貢納させる。貢納は米・生産品・特産品などの物納や労役だったのでしょう。加茂遺跡の

場合は玉造がその一つであった可能性があります。ただし、同族の地方配置といっても、中央から移住さ

せるではありません。地方の人々に同じ氏族名を名乗らせるのです。この結果、さきほど見たように全国

にカモ神社やカモという地名ができたと考えられます。 

それでは、支配を受けた人々はそれ以前どのような氏族名を名乗っていたのかという疑問がでてきま

すが、それまでは氏族名は無く、その時初めて氏族名を名乗り始めたのだと思います。大和でも氏族名が

できたのは 5 世紀の終わり頃だといわれていますので、地方だと時期は下ります。古墳時代後期でも 6

世紀後半から群集墳が多く造られるということをいいました。この地域では、雲雀丘古墳群、雲雀山古墳

群などですが、それらはこの地域の人々がいずれかの中央氏族の支配下となったことにより古墳を築く

ことが認められ、同時に氏族名が与えられたことになるのではないでしょうか。加茂遺跡で見つかった

直径約 13 メートルの古墳は、それより時期がやや早いのですが、加茂遺跡の集落が大和の鴨君の支配下

となり、その同族としてカモ氏を名乗り始めた記念碑のようなものであったのかもしれません。 

 

●おわりに 

図 25 は加茂遺跡から北側の長尾山丘陵を眺めた写真です。今日お話しした長尾山古墳・万籟山古墳・

八州嶺古墳などの前方後円墳や雲雀丘古墳群・雲雀山古墳群のほか平井古墳群などの群集墳を仰ぎ見る

ことができます。おそらく当時の人々も山の下の集落から古墳を見上げていたのでしょう。昨年の講座

では、近代の住宅開発や温泉開発で特色ある歴史や文化財が残っている地域ということでしたが、一方

ではこのようにさらに古い時代の古墳がたくさんある街であるということを認識していただけたらと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 加茂遺跡から見た長尾山丘陵の古墳 
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講演 2 「長尾山丘陵における前方後円墳の調査」 

講演者 福永伸哉 大阪大学人文学研究科教授 

 

 大阪府と兵庫県の府県境に沿って流れる猪名川は、「西摂平野」とも呼ばれる大阪平野北西端の平野部

を形成しています。この猪名川が平野部から北摂山地にかかる辺りは、西から長尾山丘陵、東から五月山

の山塊が迫り、その狭い地峡の間を猪名川が縫うように南に流れていきます。 

  私たち大阪大学考古学研究室では、2000 年から地元川西市と宝塚市の教育委員会と協力して、両市に

またがる長尾山丘陵で古墳の調査を行ってきました。この 20 年余りの間に得られた調査成果は従来の理

解を大きく変えるもので、ヤマト政権の時代において、この地域が日本史上で重要な意味を持っていた

ことがわかってきました。 

 

1．ヤマト政権成立過程の猪名川流域 

 弥生時代が終わり、各地に前方後円墳がつくられるようになる古墳時代（3 世紀中頃～7 世紀初め）は

ヤマト政権の時代です。この時代には東北南部から九州南部までの日本列島の広い範囲で大きな政治統

合が生まれました。いまの「日本国」の成り立ちの第一歩です。その政治統合の主導権を握った中心勢力

がヤマト政権で、奈良盆地や大阪平野につくられた巨大な前方後円墳はその王の墓を含んでいると考え

られます。 

 古墳時代は、前期（3 世紀中頃～4 世紀中頃）、中期（4 世紀後半～5 世紀）、後期（6 世紀～7 世紀初

め）の 3 時期に区分することが一般的です。 

 さて、ヤマト政権成立前の弥生時代後期（1～2 世紀）には北部九州、山陰、中部瀬戸内、近畿、東海

などで地域政治連合が並び立っていました。それぞれの連合の有力者たちは独特の青銅器、墳墓、祭祀土

器などを「地域シンボル」として、仲間同士であることを確認していました。近畿政治連合のシンボルは

突線鈕式銅鐸と呼ばれる大型の銅鐸です(図 1)。 

 じつは、突線鈕式銅鐸はこの会場からも近い満願寺の山中で江戸時代に出土しているのをはじめ、川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 弥生後期の地域政治連合 
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西市栄根遺跡、箕面市如意谷遺跡、豊中市利倉遺跡、同利倉南遺跡などでも出土しており、猪名川流域は

その集中地の一つとなっています。つまり、すでに弥生後期の段階で、猪名川流域は近畿政治連合の中で

「主流派」としての立場を保っていた可能性が高いわけです。 

 もうひとつ注目されるのは墳墓の形です。弥生後期から終末期にかけて、猪名川流域では円い形をし

た有力者の墳墓がさかんに築かれました。伊丹市口酒井遺跡、豊中市豊島北遺跡、同服部遺跡などが代表

例です。弥生中期までは方形周溝墓と呼ばれる四角い形の墳墓が一般的だったのですが、後期になると

この地域ではあらたに円形墳墓が採用されるようになります。円形墳墓はやがて墓前祭祀の場である「突

出部」を発達させて前方後円墳へ発展していく系統の墓なので、早くから円形墳墓を採用した猪名川流

域は、墓制においても前方後円墳へと向かう最先端の情報を手にしていたといえるでしょう。 

 こうした弥生後期の状況は、猪名川流域の勢力がヤマト政権にとっても重要な存在となっていく前史

として踏まえておく必要があります。 

 

2．近年の猪名川流域における重要発見 

(1)長尾山丘陵の前期古墳の集中 

 ヤマト政権の時代、言い換えれば古墳時代の歴史動向を探る大きな手がかりは、各地に築かれた有力

豪族の古墳です。いつ、どこに、どんな特徴の古墳がつくられたかを整理していくことによって、その地

域内や地域間の政治的な動きを探ることができます。 

 猪名川流域は、支流の最明寺川、箕面川、千里川などで画された地域に分けられ、それぞれの地域に有

力古墳の築造が認められます。その有力古墳の推移について、この 20 年余りの調査成果を反映させた最

新の情報が図２です。 

 これを見ると、長尾山丘陵、池田、待兼山丘陵、豊中台地の 4 地域の中で、古墳時代前期の有力古墳が

長尾山丘陵地域にもっとも集中していることがわかり

ます。このうち、宝塚市長尾山古墳は猪名川流域で最初

に築かれた前方後円墳(図３)、宝塚市万籟山古墳は竪穴

式石室を持つ前方後円墳、宝塚市八州嶺古墳は同時期の

猪名川流域では最大級となる長さ 78ｍの前方後円墳で

す。また、丘陵麓の川西市小戸遺跡では前期の円筒埴輪

が多量に出土しており、まだ知られていない近隣の古墳

に立てる埴輪を準備した遺跡の可能性があります。この

ように、古墳時代前期の長尾山丘陵地域では、円筒埴輪

を持つ前方後円墳が数代にわたって継続的に築かれた

点が大きな特徴です(図４)。 

 長尾山丘陵の前方後円墳に葬られた被葬者は、古墳時

代前期の猪名川流域全体において盟主的な地位にあっ

た有力豪族の長と考えられます。奈良盆地で発達する円

筒埴輪をいち早く導入している点から見ても、初期ヤマ

ト政権と強い連携関係にある豪族が長尾山丘陵の麓

の平地部に居住していた見ることができるでしょう。 図 2 猪名川流域の有力古墳の推移 
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20 年ほど前までは、長尾山丘陵では確実な前期古墳としては万籟山古墳が知られるだけだったので、こ

の地域の豪族が初期ヤマト政権の段階にこれほど力を持っていたと考えることはできませんでしたが、

長尾山古墳、八州嶺古墳の調査によってあらたな理解が可能となったのです。 

 

(2)川西市西畦野下ノ段･井戸遺跡の発見 

 大阪平野の北西のはずれにある長尾山丘陵付近の勢力が初期ヤマト政権と太いパイプを持つことにな

った背景には、猪名川をさかのぼれば丹波山地を経て日本海側に抜けるという地理上の重要性があった

のではないかと考えています。猪名川は長尾山丘陵と五月山山塊に挟まれた「地峡部」を過ぎると山地部

に入り、一気に道も険しくなるような印象ですが、猪名川の上流部から三田盆地に抜けて北上すると、丹

波市氷上町石生で日本で一番低い中央分水界（標高 95ｍ）をこえて日本海側に出ることができます。 

 猪名川南北ルートを考える上で、2013 年に能勢電鉄畦野駅の西方で見つかった川西市西畦野下ノ段･

井戸遺跡の存在は重要です。一庫ダムに

近い猪名川上流の地域で、まさにヤマト

政権成立期にあたる弥生終末期～古墳

初頭の集落跡が確認されたのです。しか

も、遺跡からは小型の青銅鏡や鳥形土製

品など、山間の小集落とは思えない遺物

が出土していて、この集落の住人が広範

囲の交流を行っていたことがわかりま

す(図５)。 

この遺跡はけっして奥まった袋小路で

はなく、さらに北に抜けるルートの中継

点の一つだったと見て良いでしょう。初

期のヤマト政権にとっては、中国王朝

図 3 長尾山古墳の墳丘と埴輪列 

図 4 長尾山丘陵の前期古墳と埴輪 

図 5 西畦野下ノ段・井戸遺跡と銅鏡・鳥形土製品 
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との交渉を行ったり、鉄素材をはじめとした貴重

な物資を手に入れたりするために、奈良盆地から

大陸までの交通ルートを確保しておくことが重

要でした。もちろん瀬戸内海がメインルートです

が、日本海ルートも戦略的には確保しておく必要

があります。 

 奈良盆地から外部に出るルートとしては、河内

を通る南回りの大和川ルートと、摂津を通る北回

りの淀川ルートがあります。古墳時代はじめの有

力古墳の分布を見ると、初期ヤマト政権がより重

視したのは淀川ルートだった可能性が高いとい

えます(図６)。淀川流域から日本海側に向かう経

路としては、桂川をさかのぼって亀岡盆地からい

まの山陰線沿いに綾部・福知山を抜けるルート、

そしてもう一つが淀川下流域から猪名川流域に入

って北上するルートが考えられます。 

 西畦野下ノ段･井戸遺跡の発見は、猪名川南北ルートがヤマト政権成立期に機能していたことを明らか

にしました。長尾山丘陵の「猪名川地峡部」は、その北方への出入り口としての要衝にあたるわけです。 

 

(3)勝福寺古墳の新事実と継体大王 

 古墳時代前期に猪名川流域勢力の中で盟主的な地位を占めていた長尾山丘陵地域では、4 世紀半ば過ぎ

の八州嶺古墳を最後に、約 150 年間にわたって有力古墳がつくられない期間が続きます。もちろん人は

住み続けていたでしょうから、この現象は長尾山丘陵地域とヤマト政権との連携関係が弱くなったこと

を示しているといえるでしょう。ちなみにこの時期の猪名川流域では豊中台地につくられた豊中市桜塚

古墳群が隆盛し、一人勝ちのような状況となります(図２)。 

 じつは、この古墳時代中期には王陵のつくられる場所も奈良盆地から大阪平野に移動します。ヤマト

政権の主導権が大和勢力から河内勢力へと移ったと見る説が有力です。先年、世界文化遺産に登録され

た大阪府の百舌鳥・古市古墳群は、河内勢力が主導権を握ったこの段階の王陵群です。豊中台地の桜塚古

墳群には多数の鉄製甲冑が副葬されており、それを与えたと推定される河内勢力との強い連携関係がう

かがえます。 

 つまり、猪名川流域での長尾山丘陵勢力から豊中台地勢力への盟主権の交替は、ヤマト政権中枢の主

導権が大和勢力から河内勢力へと交替する「政治変動」と連動した現象だったといえるわけです。中央政

界の激変が地方にも波及するという現象は、むかしもいまも変わらないようです。 

 さて、5 世紀末を境に、猪名川流域の盟主的地位にあった豊中台地の豪族の勢いにも急速な衰えが見ら

れるようになり、古墳時代後期の 6 世紀になると有力古墳の築造が認められなくなります。この豊中台

地勢力と入れ替わるようにふたたび台頭してくるのが、長尾山丘陵地域の勢力です。長尾山丘陵の東端

図 6 有力初期古墳と畿内南北ルート 
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に 6 世紀初めに築造された川西市勝福寺古墳は、その

状況をはっきりと物語る存在です。 

 勝福寺古墳は、私たちが調査を行う以前には、5 世

紀の円墳と 6 世紀の円墳とが隣り合ってつくられて

いるという評価が一般的でした。しかし、調査の結果、

これらは一つの前方後円墳で 6 世紀初めに築造され

たこと、尾張の技術でつくられた円筒埴輪が立てられ

ていたこと、最新式の埋葬施設である百済系の横穴式

石室が後円部に 2 基築かれている(図７)ことなど、従

来の情報を一新する新しい成果が得られました。 

 尾張系の埴輪や百済系の横穴式石室は、ちょうど 6

世紀初めにヤマト政権の主導権を握った継体大王とつながりの深い古墳に用いられていることがわかっ

ています。継体大王のくわしい出自は謎ですが、越前、近江、尾張、摂津などの豪族の支援を得て、従来

の河内勢力に替わってヤマト政権の大王となったと見る説が有力です。つまり、この段階でもヤマト政

権内の主導権交替が生じており、それが猪名川流域でも豊中台地地域から長尾山丘陵地域へと盟主権が

動く変化につながった、ということになります。百済の武寧王とよしみを通じる継体大王は百済との交

渉を重視しました。これによってふたたび淀川流域から日本海側へとアクセスできる猪名川南北ルート

の存在感が増し、その要衝に位置する豪族の墓として勝福寺古墳が登場したわけです。 

 

3．猪名川ルートの重要性 

 このように古墳時代の猪名川流域では、つねにヤマト政権中枢での政治変動に呼応する形で地域内の

勢力交替が起こっていることが明らかになってきました。そうした中央の動向を敏感に反映する傾向が

見られることは、この地域がヤマト政権にとって地政学的に重要な要衝だったことを示しています。突

線鈕式銅鐸や円形墳墓の卓越状況から見て、すでに弥生後期の近畿政治連合の中で一定の存在感を持っ

ていたことに加えて、大陸との交渉が大きな意味を持つ古墳時代になって、畿内の平野部と日本海側を

結ぶ主要ルートの一つとして猪名川南北ルートの重みがいっそう増したことが推定されます。 

 なかでも、近年発掘調査が進んだ長尾山丘陵地域の豪族の盛衰からは、古墳時代史の動きをたいへん

良く読み取ることができます。長尾山丘陵と五月山山塊に挟まれた「猪名川地峡部」は、過去も現在も南

北に行き交う人々にとって要衝の地であり、それゆえに豊かな歴史情報がいまも眠っていることと思い

ます。 

 

【挿図出典】 

図１：筆者作成 弥生後期の地域政治連合 

図２：筆者作成 猪名川流域の有力古墳の推移 

図３：筆者撮影 長尾山古墳の墳丘と埴輪列 

図４：長尾山丘陵の前期古墳と埴輪 次の文献より筆者作成。大阪大学文学研究科 2015『21 世紀初頭における古墳時代

歴史像の総括的提示とその国際発信』、同 2019『日本古墳研究リソースを活かした墳丘墓築造と社会関係の国際研究展

開』、同 2022『畿内の地域間関係の解明に基づくヤマト政権成立史の新理解』、岡野慶隆 2012「古墳時代の最明寺川流

図 7 勝福寺古墳の２基の石室 
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域」『菟原Ⅱ 森岡秀人さん還暦記念論文集』菟原刊行会 

図５：西畦野下ノ段･井戸遺跡と銅鏡・鳥形土製品（兵庫県教育委員会の現地説明会で筆者撮影） 

図６：筆者作成 有力初期古墳と畿内南北ルート 

図７：筆者撮影 勝福寺古墳の２基の石室 
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